販路・海外展開支援課　非常勤職員（海外販路ナビゲータ）

【提出課題】海外販路ナビゲータ
下記の都内中小企業の仮想製品について、商社経由での海外販売するにあたって、御自身の経験やネットワーク等からどのようなビジネスマッチング等による販売チャネル構築の可能性があるかA４一枚程度で具体的なポイントを記述して下さい。
なお、仮想製品はケースAとケースBの2種類ありますが、いずれか一方を選択し、回答して下さい。


【ケースA】


■仮想支援整品


・エアリークテスター


・様々な製品の気密性を検査する装置。自動車部品等の組立工程後の検査等において用いられる。


■企業の状況


既存業界（自動車部品業界）以外の新たな業界向けに販路を開拓するため、公社の海外販路開拓支援事業に申込があった。なお、希望販売エリアはASEAN諸国とする。





【ケースB】


■仮想支援製品


　・晴雨兼用の折り畳み傘


　・特殊な生地を使い99% 以上のUV カットを可能にした傘で、国内では大手百貨店やTVショッピング等で販売されている


■企業の状況


　・日差しが強いASEAN諸国向けに販路を開拓するため、2年前に雑貨系の海外展示会に出展したが、海外代理店候補と商談をしたが価格交渉が折り合わず、代理店契約は締結できなかった。









